
学校番号 306 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報の科学 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「最新 情報の科学 新訂版」 実教出版 

副教材等 なし（プリント等を使用） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

情報収集や情報発信の際に使用するツールやデータの仕組みや意味を理解することによって，より

よい情報の活用ができるようになってください。 

 

２ 学習の到達目標 

１．情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解させる。 

２．情報と情報技術を問題の発見と解決に効果的に活用するための科学的な考え方を習得させる。 

３．情報社会の発展に主体的に寄与する能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報や情報社会に関

心を持ち，身のまわり

の問題を解決するた

めに，自ら進んで情報

及び情報技術を活用

し，社会の情報化の進

展に主体的に対応し

ようとする。 

情報や情報社会にお

ける身のまわりの問

題を解決するために，

情報に関する科学的

な見方や考え方を活

かすとともに情報モ

ラルを踏まえて，思考

を深め，適切に判断し

表現している。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な技能を

身に付け，目的に応

じて情報及び情報技

術を適切に扱ってい

る。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な知識を

身に付け，社会にお

ける情報及び情報技

術の意義や役割を理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

実習の取り組み 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

実習の記録 

発表の内容 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

実習の記録 

実習の取り組み 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

実習の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ 

１
学
期 

情
報
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

情報の表し方 

 

コンピュータでのディジタル表

現 

 

コンピュータの仕組み 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a: アナログとディジタルの違

いに関心を持っているか。 

b:ディジタル化の過程を論理

的に考えられるか。 

c:図形をディジタル化できる

か。 

d:アナログとディジタルの違

いについて理解しているか。 

学習状況の

観察 

ノートやプリ

ントの記述 

実習の取り

組み 

定期考査の

結果 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
情
報
シ
ス
テ
ム 

    

ネットワークの仕組み 

 

 

 

情報システムと情報セキュリテ

ィ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ ○ 

 

 

 

○ 

a:ネットワークの構成に関心

を持っているか。 

b:小規模の LAN の構成を考え

られるか。 

c:インターネットに接続する

小規模の LANを構成できるか。 

d:ネットワークの構成や分類

について理解しているか。 

学習状況の

観察 

ノートやプリ

ントの記述 

実習の取り

組み 

定期考査の

結果 

２
学
期 

問
題
解
決
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用 

問題解決 

 

 

アルゴリズム 

 

 

モデル化とシミュレーション 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a: ブレインストーミングと

KJ法に関心を持っているか。 

b:ブレインストーミングで互

いのアイデアを出し合えるか。 

c:表計算ソフトを活用して問

題解決ができるか。 

d:表計算ソフトを活用した問

題解決を理解しているか。 

学習状況の

観察 

ノートやプリ

ントの記述 

実習の取り

組み 

定期考査の

結果 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用 

ネットワークの活用 

 

 

 

データベース 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

a: ネットワークを利用して情

報を収集することに意欲的に

取り組んでいるか。 

b:ネットワークを利用して情

報を収集できるか。 

c:代表的なデータベースの特

徴を説明できるか。 

d:データベースの演算につい

て理解しているか。 

学習状況の

観察 

ノートやプリ

ントの記述 

実習の取り

組み 

定期考査の

結果 



３
学
期 

情
報
技
術
と
社
会 

情報化による生活の変化 

 

 

 

 

情報技術による社会の発展 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ ○ 

 

 

 

 

○ 

a:情報社会の諸問題に興味を

持ち，積極的に調べているか。 

b:情報社会の諸問題について，

解決方法を考えられるか。 

c:ディジタルデバイドやテク

ノストレスについて理解して

いるか。 

d:マナーを守ってネットワー

クコミュニケーションを行え

るか。 

学習状況の

観察 

ノートやプリ

ントの記述 

実習の取り

組み 

定期考査の

結果 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

   原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが，学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


